
野口　通氏茨城県企画部長

地
域
資
源
活
か
し
交
流
人
口
拡
大

２１世紀の成長戦略インタビュー
　
政
府
の
産
業
競
争
力
会
議

は
、
官
民
フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し

た
農
産
品
加
工
事
業
の
拡
大
や

酪
農
の
自
由
化
を
柱
と
し
た
提

言
を
ま
と
め
た
。
そ
の
中
で
６

次
産
業
化
は
現
在
の
市
場
規
模

１
兆
円
か
ら
２
０
２
０
年
に

兆
円
に
す
る
目
標
を
掲
げ
、
農

業
の
成
長
の
柱
の
一
つ
に
位
置

づ
け
た
。
「
農
業
県
」
と
い
っ

て
も
過
言
で
な
い
茨
城
県
の
成

長
戦
略
に
つ
い
て
野
口
通
企
画

部
長
に
聞
い
た
。

◇
　
◇

　
―
今
後
、
茨
城
県
が
さ
ら
に

発
展
す
る
た
め
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
。

　
「
茨
城
県
は
製
造
品
出
荷
額

で
全
国
８
位
、
農
業
粗
生
産
額

で
全
国
２
位
と
い
う
、
非
常
に

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
産
業
大

県
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
１
次

産
業
と
２
次
産
業
を
結
び
つ

け
、
さ
ら
に
販
売
力
を
高
め
る

と
と
も
に
交
流
人
口
の
拡
大
に

も
繋
げ
る
こ
と
が
発
展
の
た
め

に
必
要
。
６
次
産
業
化
は
発
展

の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ

だ
」

　
「
も
と
も
と
茨
城
に
は
、
ジ

ュ
ー
ス
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
パ

ン
、
麺
類
、
ハ
ム
、
ビ
ー
ル
な

ど
食
品
分
野
の
大
工
場
が
数
多

く
あ
る
。
こ
れ
は
、
茨
城
が
大

市
場
東
京
に
近
く
、
か
つ
野

菜
、
鶏
卵
、
豚
肉
な
ど
、
高
品

質
で
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
生

産
量
を
誇
る
農
畜
産
物
の
大
生

産
地
で
あ
る
こ
と
の
結
果
だ
。

こ
の
こ
と
は
、
６
次
産
業
化
を

進
め
る
上
で
も
有
利
な
条
件
に

な
る
。
さ
ら
に
、
北
関
東
自
動

車
道
が
２
０
１
１
年
に
全
線
開

通
し
、
来
年
度
末
に
は
圏
央
道

も
茨
城
県
内
区
間
は
全
線
供
用

さ
れ
る
。
市
場
へ
短
時
間
で
農

産
物
や
加
工
品
を
届
け
ら
れ
る

生
産
地
が
今
ま
で
以
上
に
広
が

る
し
、
ま
た
、
茨
城
に
来
て
味

わ
っ
て
頂
く
に
も
非
常
に
便
利

に
な
る
。
茨
城
に
は
、
現
在
も

農
作
物
の
生
産
を
体
験
し
た

り
、
自
分
で
加
工
し
た
り
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
が
い
ろ
い

ろ
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
単
に

食
べ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
う
い

う
体
験
と
食
を
併
せ
て
楽
し
む

人
が
間
違
い
な
く
増
え
る
の

で
、
そ
の
た
め
の
場
を
拡
充
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
。
そ
れ

が
地
域
振
興
に
も
つ
な
が
る
」

　
―
６
時
産
業
化
を
地
域
の
振

興
に
も
結
び
つ
け
る
と
い
う
こ

と
か
。

　
「
茨
城
県
に
と
っ
て
も
、
こ

れ
か
ら
の
人
口
減
少
に
ど
う
対

応
す
る
か
は
大
き
な
課
題
。
特

に
、
県
北
地
域
で
は
他
地
域
以

上
に
減
少
の
幅
が
大
き
く
な
る

と
予
想
さ
れ
て
い
る
。
定
住
人

口
を
で
き
る
だ
け
維
持
す
る
た

め
に
は
雇
用
の
場
を
確
保
す
る

こ
と
が
必
要
だ
が
、
そ
の
た
め

に
は
、
地
域
の
特
性
、
資
源
の

中
で
他
地
域
に
比
べ
て
も
競
争

力
の
あ
る
も
の
を
活
用
す
べ
き

だ
。
県
北
の
林
業
は
宮
の
郷
工

業
団
地
の
企
業
立
地
に
結
び
つ

い
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
農
業
も

地
域
振
興
に
も
っ
と
活
か
せ

る
。
日
本
一
の
米
や
常
陸
牛
、

奥
久
慈
し
ゃ
も
な
ど
ブ
ラ
ン
ド

力
の
あ
る
農
畜
産
物
に
加
え
、

６
次
産
業
化
に
適
し
た
果
樹
な

ど
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
」

　
「
例
え
ば
リ
ン
ゴ
の
オ
ー
ナ

ー
に
な
り
、
木
の
手
入
れ
や
ジ

ュ
ー
ス
作
り
の
体
験
を
す
る
。

宿
泊
は
古
民
家
で
、
鮎
や
湯
葉

や
お
い
し
い
ご
飯
を
食
べ
る
。

東
京
に
近
く
、
気
軽
に
す
ぐ
来

ら
れ
る
茨
城
で
は
、
こ
う
い
う

こ
と
が
い
ろ
い
ろ
で
き
る
。
既

に
体
験
型
教
育
・
研
修
旅
行
で

年
に
６
０
０
０
人
以
上
の
人
が

訪
れ
て
お
り
、
民
泊
の
ノ
ウ
ハ

ウ
も
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。

今
後
さ
ら
に
交
流
人
口
を
増
や

す
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
に
関
連

す
る
仕
事
の
場
を
拡
大
し
、
定

住
人
口
確
保
に
も
繋
げ
て
い
き

た
い
」

　
―
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
や
海

外
展
開
は
ど
の
よ
う
に
図
る
の

か
。

　
「
茨
城
は
ブ
ラ
ン
ド
力
に
つ

い
て
は
課
題
が
多
い
。
住
ん
だ

こ
と
の
あ
る
人
は
と
て
も
良
い

所
だ
と
言
っ
て
く
れ
る
し
、
住

み
や
す
さ
の
客
観
的
な
指
標
で

見
る
と
全
国
上
位
の
市
が
国
内

２
番
目
に
多
い
。
メ
ロ
ン
を
食

べ
た
人
は
お
い
し
さ
に
驚
き
生

産
量
も
日
本
一
だ
。
し
か
し
、

そ
う
い
う
こ
と
が
県
全
体
の
ブ

ラ
ン
ド
力
に
結
び
つ
い
て
い
な

い
。
ブ
ラ
ン
ド
力
に
は
突
出
し

た
も
の
の
印
象
が
重
要
な
の

で
、
メ
ロ
ン
や
干
し
芋
、
ク
リ

な
ど
の
食
材
や
つ
く
ば
の
科
学

技
術
な
ど
、
他
県
と
比
べ
て
間

違
い
な
く
優
位
に
立
て
る
も
の

を
徹
底
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。
頻
繁

な
情
報
接
触
が
有
効
な
の
で
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
も
継
続
す
る
」

　
「
国
内
市
場
に
限
り
が
あ
る

中
で
、
海
外
展
開
は
今
ま
で
以

上
に
重
要
。
ア
ジ
ア
な
ど
海
外

で
は
、
日
本
の
食
材
や
製
品
に

対
す
る
信
頼
感
は
高
く
、
こ
れ

か
ら
の
市
場
拡
大
が
期
待
で
き

る
。
今
は
日
本
の
も
の
と
し
て

認
知
さ
れ
購
入
さ
れ
る
こ
と
が

主
だ
が
、
こ
れ
か
ら
は
海
外
で

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
チ

ャ
ン
ス
。
こ
の
商
品
だ
っ
た
ら

日
本
を
代
表
す
る
の
は
茨
城
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
。
ア
メ
リ
カ
の
ワ
イ
ン
だ
っ

た
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
と
い
う

よ
う
に
。
ジ
ェ
ト
ロ
の
茨
城
事

務
所
が
６
月
に
開
設
さ
れ
秋
に

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
職
員
も
置

く
。
ジ
ェ
ト
ロ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
現

地
の
生
の
情
報
も
得
て
、
展
示

会
や
商
談
会
な
ど
で
茨
城
の
良

い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
打
ち
出
し

て
い
き
た
い
」

　
茨
城
県
は
農
業
産
出
額
が
北
海
道
に
次
ぐ
全
国
２
位
で
、
首
都
圏
の
台
所
と
し
て

農
水
産
物
を
出
荷
し
て
い
る
。
全
国
１
位
の
北
海
道
と
の
違
い
は
、
作
物
の
種
類
の

豊
富
さ
が
特
徴
で
、
収
穫
量
日
本
一
は
メ
ロ
ン
や
ク
リ
、
レ
ン
コ
ン
、
青
梗
菜
、
は

く
さ
い
、
な
す
、
ピ
ー
マ
ン
な
ど
実
に
多
様
。
こ
れ
も
耕
地
面
積
が
約

万

と
県

土
の
約

％
を
占
め
、
恵
ま
れ
た
環
境
が
背
景
と
し
て
あ
る
。
県
内
の
農
業
協
同
組

合
で
は
地
域
特
産
物
を
活
用
し
、
農
家
の
所
得
お
よ
び
就
労
機
会
の
拡
大
、
知
名
度

向
上
を
狙
っ
た
６
次
産
業
化
に
取
り
組
み
始
め
た
。
そ
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

県
土
の
３
割
が
耕
地
所
得
向
上
、
就
労
機
会
拡
大
へ

６次産業化茨城県で進む

ＪＡ茨城中央の直売所「みどりの風」

ＪＡ茨城みずほのさとみ新加工場

ＪＡなめがたが活用する行方市立大和第三小学校

農産物活用し地域振興

（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 ６月２０日 金曜日 　　

　
茨
城
中
央
農
業
協
同
組
合

Ｊ
Ａ
茨
城
中
央
、
茨
城
県

笠
間
市
、
川
上
好
孝
組
合

長
、
０
２
９
６
・
７
７
・
８

１
１
１

は
、
２
０
１
１
年

月
に
農
林
水
産
省
の
６
次

産
業
化
総
合
化
計
画
の
認
定

を
受
け
、
６
次
産
業
化
へ
の

取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し

た
。

年
度
に
６
次
産
業
化

推
進
整
備
事
業
を
活
用
し
、

城
里
町
に
栗
加
工
場
を
設
置

し
、

年
４
月
に
稼
働
さ
せ

た
。
当
初
は
栗
ペ
ー
ス
ト
の

製
造
の
み
だ
っ
た
が
、
現
在

は
１
次
加
工
の
ペ
ー
ス
ト
を

使
っ
た
栗
ジ
ャ
ム
で
の
話
題

作
り
が
功
を
奏
し
、
企
業
と

の
連
携
に
よ
り
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
商
品
の
開
発
も
進

む
。

　
特
に
栗
ジ
ャ
ム
は
、
プ
レ

ー
ン
、
ラ
ム
酒
、
有
機
グ
ラ

ニ
ュ
ー
糖
の
３
種
類
の
販
売

が
順
調
で
、
県
内
直
売
所
や

ホ
テ
ル
、
通
信
販
売
な
ど
ギ

フ
ト
用
と
し
て
も
販
売
。
今

後
は
地
元
農
産
物
を
活
用
し

た
ジ
ャ
ム
を
作
り
、
品
ぞ
ろ

え
の
強
化
を
図
る
。

　
昨
年
か
ら
始
動
し
た
庭
先

買
い
取
り
集
荷
は
、
農
家
の

所
得
向
上
を
目
指
し
た
も
の

で
、
一
定
の
評
価
を
得
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
よ

り
一
層
集
荷
に
力
を
入
れ

る
。
ま
た
新
た
に
剥
き
栗
の

集
荷
も
開
始
す
る
予
定
で
、

農
家
所
得
の
さ
ら
な
る
向
上

を
目
指
す
。

　

年
度
に
は
、
現
在
の
直

売
所
「
み
ど
り
の
風
」
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
販
売
体
制

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

６
次
化
で
作
っ
た
１
次
加
工

品
を
商
品
化
す
る
加
工
場
を

併
設
す
る
予
定
。
ま
た
同
じ

敷
地
内
に
地
元
産
新
鮮
農
産

物
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
も

新
設
す
る
計
画
で
、
地
元
の

味
を
紹
介
す
る
。
同
直
売
所

は
友
部
イ
ン
タ
ー
近
く
で
笠

間
、
益
子
の
玄
関
口
に
も
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
観

光
客
の
誘
致
に
も
力
を
入

れ
、
新
た
な
観
光
拠
点
と
し

て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
製
造

　
茨
城
み
ず
ほ
農
業
協
同
組

合

Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
、
茨

城
県
常
陸
太
田
市
、
木
村
人

司
組
合
長
、
０
２
９
４
・
７

２
・
９
１
１
１

は
、

年

に
里
美
ジ
ェ
ラ
ー
ト
、

年

に
里
美
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

製
造
を
開
始
し
た
。

年
に

は
農
研
機
構
畜
産
草
地
研
究

所

茨
城
県
つ
く
ば
市

が

研
究
開
発
し
た
乳
酸
菌
Ｈ

株
を
使
用
し
た
飲
む
ヨ
ー
グ

ル
ト
の
製
造
を
開
始
。
乳
酸

菌
Ｈ

株
は
動
物
実
験
で
老

化
抑
制
が
確
認
さ
れ
、
ア
ン

チ
エ
イ
ジ
ン
グ
へ
の
利
用
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。

年
に

は
米
醗
酵
ア
イ
ス
が
優
良
ふ

る
さ
と
食
品
中
央
コ
ン
ク
ー

ル
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
、
法
認
定
取
得
以
前
か

ら
独
自
商
品
の
開
発
、
販
売

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
今
回
の
認
定
は
新
商
品
が

対
象
と
な
る
た
め
、
里
美
ジ

ェ
ラ
ー
ト
は
野
菜
や
果
物
を

使
っ
た
新
商
品
を
開
発
、
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
も
新
た
に
果

物
を
使
っ
た
新
商
品
を
製
造

販
売
し
て
い
く
予
定
。
米
醗

酵
ア
イ
ス
で
は
古
代
米
と
あ

ず
き
を
使
用
し
た
商
品
を
開

発
し
た
。
現
在
、
都
内
の
企

業
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
商
品

開
発
も
進
行
中
で
、
商
品
レ

パ
ー
ト
リ
ー
の
拡
大
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
新
商
品
を
製
造
す
る
新
工

場
は

年
上
期
に
完
成
、
下

期
か
ら
生
産
を
開
始
す
る
予

定
。
ア
イ
ス
、
飲
む
ヨ
ー
グ

ル
ト
と
も
２
ラ
イ
ン
設
け
、

飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
１
日
１

、
ア
イ
ス
は
同
約
５
０
０

０
個
を
生
産
す
る
。
ま
た
委

託
製
造
も
視
野
に
入
れ
て
お

り
、
安
心
安
全
な
商
品
の
提

供
と
、
農
家
所
得
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。

サ
ツ
マ
イ
モ
加
工

　
な
め
が
た
農
業
協
同
組
合

Ｊ
Ａ
な
め
が
た
、
茨
城
県

行
方
市
、
中
川
治
美
組
合

長
、
０
２
９
９
・
７
２
・
１

８
７
７

と
白
ハ
ト
食
品
工

業

大
阪
府
守
口
市

は
、

共
同
出
資
で

年

月
に
農

業
生
産
法
人
「
な
め
が
た
し

ろ
は
と
フ
ァ
ー
ム
」
を
設
立

し
た
。
白
ハ
ト
食
品
工
業

は
、
さ
つ
ま
い
も
菓
子
を
製

造
・
販
売
す
る
「
ら
ぽ
っ

ぽ
」
な
ど
を
展
開
す
る
芋
菓

子
専
門
メ
ー
カ
ー
。
現
在
は

Ｊ
Ａ
な
め
が
た
、
茨
城
県
、

行
方
市
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
結
成
し
、
「

仮

称

な
め
が
た
・
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
構
想

を
計
画
。
な
め
が
た
し
ろ
は

と
フ
ァ
ー
ム
に
よ
る
加
工
工

場
の
建
設
が
決
ま
っ
て
い

る
。
Ｊ
Ａ
な
め
が
た
の
農
産

物
販
売
額
の
４
分
の
１
を
占

め
る
甘
藷

さ
つ
ま
い
も

を
核
に
、
新
商
品
の
開
発
・

加
工
・
販
売
を
す
る
こ
と

で
、
行
方
地
域
の
知
名
度
向

上
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指

す
。

　
な
め
が
た
し
ろ
は
と
フ
ァ

ー
ム
は
、
閉
校
し
た
小
学
校

の
校
舎
を
活
用
し
て
、
加
工

工
程
が
見
学
で
き
る
実
演
工

場
に
加
え
、
さ
つ
ま
い
も
の

歴
史
や
魅
力
を
体
感
で
き
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
体
験
学
習

施
設
、
行
方
の
農
水
畜
産
物

を
販
売
す
る
直
売
所
や
、
レ

ス
ト
ラ
ン
・
カ
フ
ェ
を
整
備

す
る
。

　
「
旧
小
学
校
を
活
用
す
る

の
は
、
地
域
全
体
の
参
加
を

願
っ
て
の
こ
と
。
工
場
で
は

約
１
０
０
人
、
各
種
施
設
で

は
約

人
の
雇
用
創
出
を
見

込
め
る
」

棚
谷
保
男
Ｊ
Ａ

な
め
が
た
専
務

と
い
う
。

旧
小
学
校
の
あ
る
行
方
市
宇

崎
近
郊
に
は
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
や
少
年
自
然
の
家
な

ど
の
施
設
が
あ
り
、
「
地
域

一
帯
と
な
っ
た
農
業
体
験
が

可
能
と
な
り
、
町
お
こ
し
や

観
光
客
の
呼
び
込
み
に
つ
な

が
る
」

同

と
期
待
す

る
。
施
設
全
体
の
オ
ー
プ
ン

は
来
年
秋
の
予
定
。
さ
つ
ま

い
も
の
一
大
集
積
拠
点
と
し

て
行
方
の
地
名
が
全
国
に
広

が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

農
家
に
優
し
く

「
６
次
産
業
化
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
規
格
外
品
を
加
工
し
て

付
加
価
値
を
高
め
、
販
売
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
売

れ
な
い
物
を
売
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
」

中
川

治
美
Ｊ
Ａ
な
め
が
た
組
合

長

と
い
う
よ
う
に
、
６
次

産
業
化
の
目
的
は
農
業
従
事

者
の
所
得
お
よ
び
就
労
機
会

の
拡
大
、
新
規
参
入
事
業
者

の
促
進
だ
。
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
も
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
高
齢
に
な
っ
て
も
働
け

る
場
作
り
も
重
要
だ
。
こ
の

た
め
「
農
家
が
無
選
別
で
持

っ
て
こ
ら
れ
る
シ
ス
テ
ム
を

検
討
す
る
」

同

と
地
元

Ｊ
Ａ
と
し
て
農
家
に
優
し
い

環
境
作
り
を
模
索
す
る
。

　
一
方
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
茨

城
は
、
Ｊ
Ａ
の
経
営
基
盤
強

化
を
目
的
に
県
内
を
４
地
区

に
分
け
た
広
域
合
併
を
推
進

し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
茨
城
中

央
、
Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
を
含

む
県
北
地
区
の
５
Ｊ
Ａ
は
、

８
月
に
合
併
し
て
「
Ｊ
Ａ
常

陸
」
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
、
組
合
員
数
、
貯
金
残

高
と
も
に
北
関
東
最
大
の
組

織
に
な
る
。
こ
う
し
た
流
れ

は
６
次
産
業
化
か
ら
見
て

も
、
品
ぞ
ろ
え
の
拡
大
、
経

営
基
盤
の
強
化
、
情
報
量
の

増
大
な
ど
に
つ
な
が
る
。
単

独
で
は
難
し
か
っ
た
６
次
産

業
化
へ
の
取
り
組
み
も
、
加

速
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
６
次
産
業
化
の
鍵

は
企
業
と
の
連
携
と
も
い

え
、
情
報
発
信
に
よ
る
交
流

機
会
の
拡
大
も
不
可
欠
と
い

え
る
。


